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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給湯器の動作内容を入力する入力手段と、給湯器の動作内容に対応した規定された音声
，ブザー等の音響パターンを記憶する音響パターン記憶手段と、前記入力手段による入力
に基づいて給湯器の動作内容を給湯器のコントローラに送信する送信制御手段と、入力内
容に基づく前記コントローラからの指令を受信する受信手段と、該受信手段が受信した指
令に基づいて前記音響パターン記憶手段から対応する音響パターンを選択する音響パター
ン選択手段と、該音響パターン選択手段により選択された音響パターンに応じて音響ガイ
ダンスとして発生させる音響ガイダンス発生手段とを有する給湯器のリモコン装置であっ
て、
　機能の異なる給湯器の機種の違いに応じて機種内容を設定する機種設定手段と、
　該機種設定手段による設定内容に応じて、前記入力手段による入力操作に対応した機能
を給湯器が備えていない場合に、前記音響パターン選択手段により選択される音響パター
ンの内容を該給湯器の機能に応じた適正な内容に変更することが可能な音響パターン変更
手段と
を設けたことを特徴とする給湯器のリモコン装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、給湯器のリモコン装置に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
　従来、給湯器としては、例えば全自動ふろ装置のような給湯、追焚き等が自動的に行わ
れる自動給湯機能を備えたものがある。このような自動給湯器の場合、給湯リモコン及び
ふろリモコンのスイッチによる入力操作により、給湯開始及び停止、給湯温度変更、ふろ
温度変更、湯量変更、保温時間変更、ふろ自動運転開始及び停止、あつめ開始及び停止、
あつめ温度変更、たし湯開始及び停止、たし湯量変更、ぬるめ開始及び停止等の給湯器の
動作を指令するようになっている。さらに、これらリモコンには、入力操作の受付け時に
、入力操作に応じたブザー、音声等による案内が行われる音響ガイダンス機能が設けられ
ており、入力操作内容を音で識別可能としている。これにより、入力操作を間違えたとき
に、すぐにそれを認識して是正できると共に、高温出湯等の危険状態を直ちに通報し、事
故を未然に防止できるようになっている。
【０００３】
　一方、別の給湯器としては、ふろの保温についてはリモコン操作により自動的に行われ
る保温機能を有しているが、ふろへの給湯については手動で給湯栓を開放することにより
行われる、半自動タイプの給湯器もある。このような半自動給湯器の場合、給湯リモコン
及びふろリモコンのスイッチによる入力操作により、給湯開始及び停止、給湯温度変更、
ふろ温度変更、湯量変更、保温時間変更、あつめ開始及び停止、あつめ温度変更について
は、動作指令が行われる。しかし、ふろ自動運転開始及び停止、たし湯開始及び停止、た
し湯量変更、ぬるめ開始及び停止等の動作については、給湯器の機能上手動で行う必要が
あり、リモコン操作により行うことができない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　上記機能の異なる給湯器に対しても、リモコン装置については、生産性の向上及び製品
管理の簡易化等の点を考慮して、同一内容の汎用タイプのリモコン装置を使用したいとい
う要請がある。しかし、上記半自動タイプの給湯器に対して、自動給湯器用のリモコン装
置と同一のものを使用した場合、例えばリモコン装置のふろ自動スイッチを操作すること
により、「湯張りします」という音声が発生することになるが、実際には湯張りは行われ
ていないので、操作者に誤った情報を与えることになると共に、リモコン操作に対して給
湯器の動作が伴わないために操作者に違和感を与えるという問題がある。
【０００５】
　本発明は、上記した問題を解決しようとするもので、機能の異なる給湯器に対して同一
のリモコン入力操作を行う場合に、給湯器が入力操作に対応した機能を備えていないとき
に、音響ガイダンスの内容を適正に変更できる給湯器のリモコン装置を提供することを目
的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明の構成上の特徴は、給湯器の動作内容を入力する入力
手段と、給湯器の動作内容に対応した規定された音声，ブザー等の音響パターンを記憶す
る音響パターン記憶手段と、入力手段による入力に基づいて給湯器の動作内容を給湯器の
コントローラに送信する送信制御手段と、入力内容に基づくコントローラからの指令を受
信する受信手段と、受信手段が受信した指令に基づいて音響パターン記憶手段から対応す
る音響パターンを選択する音響パターン選択手段と、音響パターン選択手段により選択さ
れた音響パターンに応じて音響ガイダンスとして発生させる音響ガイダンス発生手段とを
有する給湯器のリモコン装置であって、機能の異なる給湯器の機種の違いに応じて機種内
容を設定する機種設定手段と、機種設定手段による設定内容に応じて、入力手段による入
力操作に対応した機能を給湯器が備えていない場合に、音響パターン選択手段により選択
される音響パターンの内容を給湯器の機能に応じた適正な内容に変更することが可能な音
響パターン変更手段とを設けたことにある。機能設定手段としては、制御装置に機種切替
スイッチ等を設けてもよく、また、リモコンへの入力データに機種情報を含めるようにし
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てもよい。
【０００７】
　上記のように請求項１に係る発明を構成したことにより、機能の異なる給湯器の機種に
対して、機種設定手段により機種の設定が行われると、音響パターン選択手段により選択
される音響パターンの内容を、音響パターン変更手段により、設定された機種の違いに応
じて変更することができる。そのため、機能の異なる給湯器に対してリモコンの入力操作
を行う場合に、入力操作に対応した機能を備えていないときには、それに応じて適正な音
響ガイダンスを行うことができる。例えば、ふろ自動給湯機能を備えていない給湯器の場
合に、リモコンのふろ自動スイッチを操作しても、「湯張りします」という音声が発生さ
れることはなく、無音状態になるかあるいは「保温を開始します」というような音声ガイ
ダンスが行われる。
【０００８】
　その結果、異なった音響ガイダンスの発生により、操作者に対して違和感を与えること
がない。機能設定手段とし、制御装置に機種切替スイッチ等を設け、また、リモコンへの
入力データに機種情報を含めるようにすることにより、機種の異なる給湯器に対しても、
マイクロコンピュータ等からなる制御部を共用化でき、リモコン装置を汎用化できる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の一実施の形態を図面を用いて説明すると、図１は、同実施形態に係る給
湯・ふろ追焚機能付給湯器（以下、自動給湯器と記す）の構成を概略的に示したものであ
る。この自動給湯器は、厨房や浴槽に湯を供給する給湯部Ａと、浴槽３８を保温するふろ
保温部Ｂと、動作を制御するコントローラ６０と、スイッチ操作によりコントローラ６０
に指令を行いまた指令の内容を表示する厨房等に設けられる給湯リモコン７０と、浴室内
等に設けられるふろリモコン８０とを備えている。
【００１０】
　給湯部Ａは、給湯部本体１０の内胴１１内に外部から配管された給水管Ｐ1 と出湯管Ｐ
2を設けており、両管Ｐ1 ，Ｐ2 の間にフィンチューブ型熱交換器１２を設けている。内
胴１１の熱交換器１２の下側の燃焼室１１ａには、熱交換器１２を加熱する一対のガスバ
ーナ１３が設けられ、ガスバーナ１３にはガス供給管ＰGから分岐された一対のガス供給
管ＰG1が連結されている。ガスバーナ１３の上部着火位置の近傍には、イグナイタ１４に
接続されてガスに着火する電極１５が設けられると共に、ガスの燃焼状態を検出するフレ
ームロッド１６が設けられている。ガス供給管ＰGには、ガス供給管ＰG1分岐位置の上流
側において上流側から順に管路を開閉しガス供給源からのガスの供給を行う元電磁弁１７
と、ガス通過量の調整を行う比例制御弁１８とが設けられている。また、ガス供給管ＰG1
には、管路を開閉する切替電磁弁１９が設けられている。そして、バーナ１３の着火によ
るガスの燃焼により熱交換器１２が加熱され、この熱が熱交換器１２内を通過する水に伝
達され、湯となって出湯管Ｐ2に供給されるようになっている。
【００１１】
　内胴１１内の熱交換器１２の下流側には、排気ガスを外部に排出する排気トップ２１が
設けられている。また、内胴１１内の底部には、ファン２２が設けられており、その回転
軸にファンモータ２３に連結されている。
　給水管Ｐ1 には、上流側から順にストレーナ２５と、水量センサ２６と、水温センサ２
７と、水量制御モータ２８とが介装されている。出湯管Ｐ2には、熱交換器１２の出口近
傍と湯出口近傍の２ヶ所に湯温センサ３１ａ、３１ｂが介装されており、湯出口端には管
路を開閉する給湯栓３２が取り付けられている。給水管Ｐ1と出湯管Ｐ2 は、中間位置で
湯温調整用のバイパス制御弁３３が介装されたバイパス管ＰB により連結されている。そ
して、出湯管Ｐ2 は、湯温センサ３１ｂの下流側近傍位置にて、ふろ保温部Ｂに延出され
る給湯管Ｐ3に分岐される。
【００１２】
　給湯管Ｐ3 は、浴槽３８に取り付けられたバスアダプター３９から延出した循環給湯管
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Ｑ１の途中に合流連結されている。給湯管Ｐ3には、上流側から順に給湯管Ｐ3 を開閉す
る給湯電磁弁３４と、浴槽３８側に供給される湯量を検出する落とし込み水量センサ３５
と、逆止弁３６が介装されている。
【００１３】
　ふろ保温部Ｂは、保温部本体４０の内胴４１内に、外部から配管された上記循環給湯管
Ｑ1 とバスアダプター３９に戻される循環出湯管Ｑ2 を設けており、両管Ｑ1 ，Ｑ2 の間
にフィンチューブ型熱交換器４２を設けている。内胴４１は、熱交換器４２の下側が燃焼
室４１ａになっており、またその底部において給湯部本体１０の内胴１１と連通しており
、燃焼室４１ａ内にファン２２によってエアーの供給を受けられるようになっている。燃
焼室４１ａには、熱交換器４２を加熱するガスバーナ４３が設けられ、ガスバーナ４３に
はガス供給管ＰGから分岐して延出したガス供給管ＰG2が連結されている。ガスバーナ４
３の上部着火位置の近傍には、上記イグナイタ１４に接続されてガスに着火する電極４４
が設けられると共に、ガスの燃焼状態を検出するフレームロッド４５が設けられている。
ガス供給管ＰG2には、管路を開閉する切替電磁弁４６が設けられている。内胴４１内の熱
交換器４２の下流側には、排気ガスを外部に排出する排気トップ４７が設けられている。
【００１４】
　循環給湯管Ｑ1には、給湯管Ｐ３の連結部分の上流側に、湯温センサ４８が介装されて
おり、下流側には循環ポンプ４９と流水スイッチ５１が介装されている。また、循環出湯
管Ｑ2の熱交換器４２出口近傍には、出湯温センサ５２が介装されている。
【００１５】
　給湯器は、給湯及びふろ追い焚き等の動作を電気的に制御するためのコントローラ６０
を設けている。コントローラ６０は、図２に示すように、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、タイ
マ、Ｉ／Ｏ等からなるマイクロコンピュータ等により構成された制御部６１を備えている
。制御部６１の入力側には、上記センサ類（フレームロッド１６、水量センサ２６、水温
センサ２７、湯温センサ３１ａ，３１ｂ、落とし込み水量センサ３５、フレームロッド４
５、湯温センサ４８、流水スイッチ５１、出湯温センサ５２）が接続されている。制御部
６１の出力側には、上記駆動部品類（イグナイタ１４、元電磁弁１７、比例制御弁１８、
切替電磁弁１９、ファンモータ２３、水量制御モータ２８、バイパス制御弁３３、給湯電
磁弁３４、切替電磁弁４６、循環ポンプ４９）が接続されている。さらに、制御部６１に
は、給湯リモコン７０及びふろリモコン８０との間の信号の送受信を行うための通信回路
６２が接続されている。さらに、通信回路６２には、給湯リモコン７０及びふろリモコン
８０が接続される接続端子ｘが設けられている．また、コントローラ６０に給電するため
の電源回路６３が設けられている。
【００１６】
　給湯リモコン７０は、図３に示すように、厨房の壁等に取り付けられる正方形の薄型の
ケース７１を備えている。ケース７１の前面には、上側に給湯温度、ふろ予約時間等を表
示する表示部７２と、表示部７２の下側に横方向に右側から給湯スイッチ７３と、スピー
カ７４と、ふろスイッチ７５とが配列されており、さらに給湯スイッチ７３の上側にアッ
プスイッチ７６ａ及びダウンスイッチ７６ｂが配列されている。また、ケース７１の前面
下側には、下端で支持された開閉可能なカバー７７が設けられており、カバー７７で覆わ
れた内側にはふろ予約セット７８が設けられている。さらに、カバー７７で覆われた内側
には、給湯器の機種が自動給湯機能を備えた機種の場合と、保温機能のみを備え自動給湯
機能を備えていない半自動給湯器の場合とで切り替える機種切替スイッチ７９が設けられ
ている。Ａ側が自動給湯器であり、Ｂ側が半自動給湯器に対応している。
【００１７】
　ふろリモコン８０は、図４に示すように、ふろの壁等に取り付けられる横長の長方形の
薄型のケース８１を備えている。ケース８１の前面には、上側中央にふろ温度、給湯温度
、ふろ予約時間等を表示する表示部８２が配設されており、表示部８２の右横には、上下
に給湯スイッチ８３と、スピーカ８４が配列されている。また、表示部８２の左横には、
上下にふろスイッチ８５と、あつめスイッチ８６が配列されている。また、ケース８１の
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前面下側には、下端で支持された開閉可能なカバー８７が設けられている。カバー８７で
覆われたケース８１内側には、右から順に給湯温度のアップスイッチ８８ａ及びダウンス
イッチ８８ｂ、ぬるめスイッチ８９、たし湯スイッチ９０、ふろ温度のアップスイッチ９
１ａ及びダウンスイッチ９１ｂと、湯量を変更するためにスイッチ９１ａ，９１ｂに切り
替える湯量スイッチ９２が配列されている。なお、両リモコン７０，８０の表示部７２，
８２に表示される「優先」の文字については、どちらのリモコンで給湯温度を設定してい
るかを示すものである。
【００１８】
　給湯リモコン７０及びふろリモコン８０については、図５示すように、給湯リモコン７
０のケース７１内に、マイクロコンピュータ等からなる共通の制御部９３が設けられてい
る。制御部９３は、コントローラ６０との協働により、図６，図７に示す「メインプログ
ラム」と「タイマー割り込みプログラム」の実行を続けるようになっている。「メインプ
ログラム」には、図８，図９に示す「受信情報解析ルーチン」、図１０に示す「送信情報
設定ルーチン」及び図１１～図１３に示す「ブザー音声出力ルーチン」が含まれている。
制御部９３の入力側には操作スイッチである給湯スイッチ７３と、ふろスイッチ７５と、
アップスイッチ７６ａ及びダウンスイッチ７６ｂと、ふろ予約スイッチ７８と、機種切替
スイッチ７９と、給湯スイッチ８３と、ふろスイッチ８５と、あつめスイッチ８６と、給
湯温度アップスイッチ８８ａ及びダウンスイッチ８８ｂと、ぬるめスイッチ８９、たし湯
スイッチ９０と、ふろ温度アップスイッチ９１ａ及びダウンスイッチ９１ｂと、湯量スイ
ッチ９２とが接続されている。また、制御部９３の出力側には、表示部７２，８２が接続
されており、さらにブザー，音声発生回路９４を介してスピーカ７４，８４が接続されて
いる。ブザー，音声発生回路９４は、制御部９３からの音声選択パターンに応じてブザー
信号、音声信号をスピーカ７４，８４に出力するものである。
【００１９】
　また、給湯リモコン７０及びふろリモコン８０には、コントローラ６０との間でスイッ
チ情報を送信し、表示，ブザー情報の信号の受信するための通信回路９５が接続されてお
り、通信回路９５には、コントローラ６０に接続する端子ｙが設けられている。さらに、
両リモコン７０，８０に給電するための電源回路９６が設けられている。
【００２０】
　つぎに、給湯リモコン７０及びふろリモコン８０のスイッチ操作により発生するブザー
音表示及び音声表示の種類の一例について説明する。
　ブザー音表示については、図１４（ａ）に示すように、給湯開始等の場合に用いられる
開始音ブザー２と、給湯停止等の場合に用いられる停止音ブザー３と、湯が高温であるこ
とを警告する高温ブザー４と、湯温が４２℃であることを表す４２℃ブザー５と、その他
の場合を示すクリック音ブザー６の５種類である。なお、以下の説明でブザー鳴動無しの
状態を１で示すことにする。ここでは、開始音ブザー２の場合、１００ｍｓｅｃオン－１
２０ｍｓｅｃオフ－１００ｍｓｅｃオン－２０ｍｓｅｃオフで一単位となっている。その
他のブザーについては図１４（ａ）に示すとおりである。これにより、ブザーの作動態様
から給湯器の状態を判断することができる。
【００２１】
　音声表示については、図１４（ｂ）に示すように、「熱いお湯がでます７」（１．２秒
）、「給湯温度を変更します８」（１．２秒）、「ふろ温度を変更します９」（１．０秒
）、「湯量を変更します１０」（１．０秒）、「保温時間を変更します１１」（１．２秒
）、「湯張りします１２」（１．０秒）、「あつめ１４」（０．６秒）、「たし湯１５」
（０．６秒）、「ぬるめ１６」（０．６秒）と、メロディー音＋音声である「おふろが沸
きました１３」（２．５秒）の１０種類である。
　なお、上記ブザー音表示及び音声表示のパターンについては、リモコンの制御部９３の
記憶装置に記憶されている。
【００２２】
　つぎに、スイッチ操作の態様に対するブザー表示及び音声表示の態様について説明する
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と、図１５に示すように、つぎのＡ～Ｆの６種類となる。このブザー表示及び音声表示の
態様のパターンについても、リモコンの制御部９３の記憶装置に記憶されている。
　Ａ：ブザーまたは音声を鳴らす。例として、ブザーのみの時、ブザー＋音声のとき、音
声のみの時の３種類が含まれる。
　Ｂ：鳴動中のブザーまたは音声を中断し、次のブザーまたは音声を鳴動する。例として
、ブザーのみの時、ブザー＋音声のとき、音声のみの時の３種類が含まれる。
　Ｃ：ブザーと音声の組合せで、５秒以内に同じ音声を繰り返す場合は、ブザーのみとす
る。例として、繰り返しの時、繰り返し以外の時の２種類が含まれる。
　Ｄ：音声のみのとき、５秒以内に同じ音声を繰り返す場合は、鳴動なしとする。例とし
て、繰り返しの時、繰り返し以外の時の２種類が含まれる。
　Ｅ：操作音有効でブザー及び音声なし（鳴動中のブザーまたは音声を継続）
　Ｆ：鳴動中のブザーまたは音声が終了してから次のブザーまたは音声を鳴動する。例と
して、ブザーのみの時、ブザー＋音声のとき、音声のみの時の３種類が含まれる。
【００２３】
　実際に給湯器の各種の状態でスイッチ操作を行った場合、ブザー，音声の鳴動状態を下
記表１にまとめた。この表１の内容については、制御部９３の記憶装置に記憶されている
。
【００２４】
【表１】



(7) JP 4203207 B2 2008.12.24

10

20

30

40

50

【００２５】
　例えば、「鳴動なし１」の状態で給湯運転を開始すると、Ａ：２であるから、直ちに開
始音ブザー２がなる。また、「あついお湯が出ます」の音声発生状態で給湯運転を開始す
ると、Ｂ：２であるから、音声が中断され、直ちに開始音ブザー２がなるが、給湯温度を
高温に上げる操作、ふろ温度を上下させる操作の場合は、高温度の湯が出る等、給湯器に
おいて問題となる状態になるので、これらの入力操作については無効にされる。
【００２６】
　「給湯温度を変更します」の音声発生状態で、同じ操作である給湯温度を上下させる操
作を行った結果、４２℃になったときはＥであるから、音声発生状態は継続すると共に操
作は受付けられる。給湯温度を上げる操作が行われて高温になったときは、Ｂ：４＋７で
あるから、音声発生状態は直ちに中断し、高温ブザーが鳴り「あついお湯が出ます」との
音声が発生される。なお、「給湯温度を変更します」との音声発生中は、６０℃未満のと
きなので、さらに下げても６０℃（高温）以上になることは有りえない（表中「－」を示
す）。
【００２７】
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　また、給湯温度を変更させる場合のように、スイッチを繰り返し操作するような場合に
は、Ｃ：５＋８、Ｃ：６＋８のように、操作が５秒以内に繰り返されたときは、ブザーの
みが鳴り音声発生は省略される。また、ブザーの鳴動中においては、状態２～６に示すよ
うに、新たな入力操作については全て無効にされている。
【００２８】
　つぎに、スイッチ操作により表示が変化するときのスピーカの鳴動状態を、下記表２に
示す。この表２の内容についても、制御部９３の記憶装置に記憶されている。
【００２９】
【表２】

【００３０】
　例えば、給湯運転開始時に温度表示が高温に変化していると、Ａ：７であるから、鳴動
なし状態では「あついお湯が出ます」が音声表示される。また、給湯温度変化で表示が低
温に変化していると、Ｄ：８であるから、５秒以内の繰り返しの場合は音声発生が省略さ
れるが、繰り返しのない場合は「給湯温度を変更します」と音声発生される。なお、「変
化なし」は音声に変化が無いことを意味する。また、表２中に示した表示変化１～９以外
の変化については、いずれも変化なしであり、表２には示さない。
【００３１】
　つぎに、上記自動給湯器とは機能が異なり、浴槽に自動給湯を行うふろ自動機能を有せ
ず、風呂保温機能のみを有する給湯器（以下、半自動給湯器と記す）について説明する。
半自動給湯器の構成は、図１に示した自動給湯器において、出湯管Ｐ2から分岐した給湯
管Ｐ3が、ふろ保温部Ｂの循環給湯管Ｑ1に合流することなく、直接浴槽３８上に延設され
ている。そして、給湯管Ｐ3には、その先端に給湯栓が取り付けられており、自動給湯器
に設けられているような給湯電磁弁３４、落とし込み水量センサ３５及び逆止弁３６は介
装されていない。したがって、給湯スイッチをオンし、給湯栓を手動で開放することによ
り湯を浴槽３８内に供給できるようになっている。半自動給湯器についてのその他の構成
は、上記自動給湯器と同様である。
【００３２】
　上記構成の半自動給湯器は、浴槽に自動給湯を行うふろ自動機能を有しておらず、風呂
保温機能のみを有するので、自動給湯器において表１に示した操作のうち、ふろ自動機能
に関するものについては無効となる。すなわち、表１で、操作１１ふろ自動開始、１２ふ
ろ自動停止、１６たし湯開始、１７たし湯量変更、１８たし湯停止、１９ぬるめ開始、２
０ぬるめ停止は除かれる。したがって、ふろリモコン８０において、ぬるめスイッチ８９
及びたし湯スイッチ９０をオンさせても無音状態となる。また、表１の状態においても、
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１２湯張りします、１５ぬるめ、１６たし湯については削除される。ただし、無音状態の
代わりに、別の音声ガイダンスを行うようにしてもよく、例えばふろ自動開始の場合には
、「お風呂を沸かします」のような音声ガイダンスを行ってもよい。また、表２の表示変
化においても、７ふろ自動開始、９ふろ自動停止は除かれる。表２の状態においても、１
２湯張りします、１５ぬるめ、１６たし湯については削除される。
【００３３】
　つぎに、上記のように構成した実施形態の動作について説明する。
　運転スイッチをオンすることにより給湯器のコントローラ６０は、燃焼運転制御の実行
を開始する。一方、給湯リモコン７０またはふろリモコン８０の給湯スイッチ７３，８３
をオンすることにより、制御部９３は「メインプログラム」を図６に示すステップ１００
にて開始し、同時に図７に示す「タイマー割り込みプログラム」の割り込み実行をステッ
プ１０６にて開始する。
【００３４】
　制御部９３は、ＣＰＵ，Ｉ／Ｏ等の初期設定を行い、割り込み状態の初期設定を行い、
機種設定スイッチ７９による基板上の機種設定について読み込み、さらに各種変数の初期
データ設定を行う（ステップ１０１～ステップ１０４）。初期データ設定では、操作無効
フラグＳＭＦが「０」に設定され、ブザー音声鳴動要求フラグ（以下、鳴動要求フラグと
記す）ＢＯＭＦ及び鳴動中記憶フラグＭＫＦがリセットされる。つづいて、制御部９３は
、給湯器のコントローラ６０からの受信情報を解析する「受信情報解析ルーチン」を実行
し（ステップ１１０）、さらにリモコン７０，８０から給湯器のコントローラ６０へ送信
する情報を設定するための「送信情報設定ルーチン」を実行する（ステップ１３０）。そ
の後、制御部９３は、受信情報に基づいてブザーや音声出力の設定を行う「ブザー・音声
出力ルーチン」を実行し（ステップ１５０）、続いて表示部７２，８２への出力を行い（
ステップ１０５）、以下ステップ１１０、ステップ１３０、ステップ１５０及びステップ
１０５の実行を繰り返し行う。一方、制御部９３は、「タイマー割り込みプログラム」の
割り込み実行をステップ１０６にて開始し、データの送受信に関する通信状態を制御する
と共に、各種スイッチの入力状態の読み込みを繰り返し実行している（ステップ１０６～
１０９）。
【００３５】
　以下、両リモコン７０，８０を自動給湯器に適用した場合と、半自動給湯器に適用した
場合とについて、ふろ自動運転を開始した場合について説明する。ふろ自動運転の前に、
ふろ温度、湯量、保温時間についての設定が行われる。
【００３６】
Ｉ．自動給湯器の場合
（１）ふろ温度、湯量、保温時間の設定
　「受信情報解析ルーチン」では、図８に示すように、ステップ１１０にてプログラムの
実行が開始され、ステップ１１１で受信情報有りかが判定されるが、ここでは受信情報は
ないので「ＮＯ」と判定されプログラムはステップ１２１に移され、実行を終了する。「
送信情報設定ルーチン」では、図１０に示すように、ステップ１３０にてプログラムの実
行が開始され、スイッチがオンされていないときは、操作無効フラグＳＭＦを「０」にリ
セットし、送信情報にはスイッチオフが取り入れられる（ステップ１３１～ステップ１３
４）。なお、操作無効フラグＳＭＦは、スイッチ操作（入力操作）が無効であると判断さ
れたとき「１」を記憶し、無効になったときはスイッチをオフするまで無効にするための
フラグである。
【００３７】
　ここではふろ温度のアップスイッチ９１ａがオンにされていることによりプログラムは
ステップ１３５に移され、操作無効フラグＳＭＦが「１」か否かが判定される。ここでは
まだ「１」となっていないので、プログラムはステップ１３６に移され、前回スイッチが
オフか否かが判定される。ここでは前回スイッチはオフなので、つぎにブザー，音声鳴動
中か否かが判定される（ステップ１３７）。ここでは鳴動していないので「ＮＯ」との判
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定の基にプログラムはステップ１３８に移され、送信情報としてオン中の操作スイッチす
なわちアップスイッチ９１ａが取り入れられ、プログラムの実行が終了する（ステップ１
３９）。
【００３８】
　つぎに、「ブザー音声出力ルーチン」では、図１１に示すように、ステップ１５０にて
プログラムの実行が開始され、ブザー音声鳴動中か否かが判定されるが（ステップ１５１
）、ここでは鳴動はないので「ＮＯ」との判定の基にステップ１５２に移され、また現に
鳴動がなくオフの状態にあり、さらに鳴動要求もないのでプログラムの実行も終了される
（ステップ１５２～ステップ１５４）。続いて、表示出力を行い（ステップ１０５）、プ
ログラムは再び、ステップ１１０に戻される。この間、制御部９３は、「タイマー割り込
みプログラム」の実行により、送信情報を通信回路９５を通してコントローラ６０に送信
すると共に、コントローラ６０からの情報信号を受信しており、さらにスイッチ入力の読
み込みを行っている（ステップ１０７～１０９）。
【００３９】
　「受信情報解析ルーチン」では、受信情報有りか否かが判定されるが、ここではアップ
スイッチ９１ａオン送信後の受信情報が送られてきているので、「ＹＥＳ」と判定されプ
ログラムはステップ１１２に移され、機種切替スイッチ７９の設定に応じて機種情報の更
新が行われる。ここでは、機種情報としては自動給湯器に設定されている。さらに、表示
データが更新され、操作有効音の指示が有るか無いかが判定される（ステップ１１３，１
１４）。ここでは、操作有効音指示があるのでその内容が表１に示すＣ：６＋９に分類さ
れる（ステップ１１５，１１６）。さらに、表示データの変化が解析され鳴動するブザー
と音声が選択され（ステップ１１７，１１８）、ここではＤ：９が選択されるが、結果と
してＣ：６＋９となり、６番と９番の鳴動要求フラグＢＯＭＦがセットされる。つづいて
、今回ブザー音有りと判定され（ステップ１１９）、ブザー音声設定が表中の「Ｃ」また
は「Ｄ」に該当するか否かが判定されるが（ステップ１２２）、ここでは「Ｃ」に該当す
るので「ＹＥＳ」との判定の基にプログラムはステップ１２４に移され、タイマーカウン
ト中か否かが判定される。ここではタイマーカウント中ではないので、「ＮＯ」と判定さ
れ、タイマースタート５秒が開始される（ステップ１２４，１２５）。さらに、受信情報
ありの状態がリセットされ、その後プログラムの実行が終了する（ステップ１２０，１２
１）。
【００４０】
　「送信情報設定ルーチン」では、アップスイッチ９１ａが５秒以内に続けてオンにされ
ていることによりプログラムはステップ１３５に移され、操作無効フラグＳＭＦが「１」
か否かが判定される。ここでは前回「１」にしていないので、プログラムはステップ１３
６に移され、前回スイッチがオフか否かが判定される。ここではオンなので、「ＮＯ」と
の判定の元にプログラムはステップ１３８に移され、送信情報としてオン中の操作スイッ
チすなわちアップスイッチ９１ａが取り入れられ、プログラムの実行が終了する（ステッ
プ１３９）。
【００４１】
　つぎに、「ブザー音声出力ルーチン」では、ブザー音声鳴動中か否かが判定されるが、
ここでは鳴動はないので「ＮＯ」との判定の基にステップ１５２に移され、また現に鳴動
が無いので、ステップ１５３にて鳴動要求の有無について判定される。６番の鳴動要求が
あるので「ＹＥＳ」との判定の基にプログラムはステップ１５５に移され、鳴動要求フラ
グＢＯＭＦの中から６番のクリック音ブザーが選択され、現在のブザーを識別するための
鳴動中記憶フラグＭＫＦの中から６番のクリック音がセットされ、さらに鳴動音フレーズ
が選択される（ステップ１５５～ステップ１５７）。さらに、プログラムはステップ１５
８に移され、選択された音声フレーズが「湯張りします」か否かについて判定されるが、
「ＮＯ」との判定の基にプログラムはステップ１６１に移され、クリック音ブザーが鳴動
される。ブザー・音声が鳴動中は、プログラムはステップ１６３からメインルーチンに戻
され、さらにステップ１５１で「ＹＥＳ」、ステップ１６４で「ＮＯ」と判定されてステ
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ップ１６２に移される。クリック音ブザーの鳴動が終了すると、プログラムはステップ１
６５に移され、鳴動中記憶フラグＭＫＦを基に現在鳴動していた鳴動要求フラグＢＯＭＦ
をリセット後、鳴動中記憶フラグＭＫＦをリセットし、鳴動音出力をオフにした後、（ス
テップ１６５～１６７）、プログラムは終了する（ステップ１６３）。続いて、同様に９
番の「ふろ温度を変更します」の音声ガイダンスが選択され、ステップ１５８での「湯張
りしますか」については同様に「ＮＯ」と判定され、「ふろ温度を変更します」の音声ガ
イダンスが鳴動される。
【００４２】
　「受信情報解析ルーチン」では、受信情報有りか否かが判定されるが、ここでは５秒以
内でアップスイッチ９１ａオン送信後の受信情報が続けて送られてきているので、「ＹＥ
Ｓ」と判定されプログラムはステップ１１２に移され、機種情報は変化なく、表示データ
更新が行われ、さらに操作有効音の指示が有るか無いかが判定される（ステップ１１４）
。ここでは、操作有効音指示があるのでその内容が表１に示すＣ：６＋９に分類される（
ステップ１１５，１１６）。さらに、表示データの変化が解析され鳴動するブザーと音声
が選択されるが（ステップ１１７，１１８）、ここでもＤ：９が選択されるが、結果とし
てＣ：６＋９となり、６番と９番の鳴動要求フラグＢＯＭＦがセットされる。
【００４３】
　つぎに、今回ブザー音声有りに応じて、ブザー音声設定が表中の「Ｃ」または「Ｄ」に
該当するか否かが判定されるが（ステップ１１９，１２２）、ブザー音声設定はＣ：６＋
９なので「ＹＥＳ」との判定の基にプログラムはステップ１２４に移され、タイマーカウ
ント中か否かが判定される。ここでは５秒以内にアップスイッチ９１ａがオンされており
、タイマカウント中なので、「ＹＥＳ」との判定の基にプログラムはステップ１２６に移
され、選択した音声の９番をキャンセルし、６番の鳴動要求フラグＢＯＭＦのみとなる。
さらに、タイマーを再び５秒にセットし（ステップ１２５）、受信情報ありの状態がリセ
ットされ、その後プログラムの実行が終了する（ステップ１２０、１２１）。
【００４４】
　「送信情報設定ルーチン」では、アップスイッチ９１ａが続けてオンにされていること
によりプログラムはステップ１３５に移され、操作無効フラグＳＭＦが「１」か否かが判
定される。ここでは前回「１」にしていないので、プログラムはステップ１３６に移され
、前回スイッチがオフか否かが判定される。ここではオンなので、「ＮＯ」との判定の元
にプログラムはステップ１３８に移され、送信情報としてオン中の操作スイッチすなわち
アップスイッチ９１ａが取り入れられ、プログラムの実行が終了する（ステップ１３９）
。
【００４５】
　つぎに、「ブザー音声出力ルーチン」では、ブザー音声鳴動中か否かが判定されるが、
ここでは鳴動はないので「ＮＯ」との判定の基にステップ１５２に移され、また現に鳴動
が無いので、ステップ１５３にて鳴動要求の有無について判定される。６番の鳴動要求が
あるので「ＹＥＳ」との判定の基にプログラムはステップ１５５に移され、鳴動要求フラ
グＢＯＭＦの中から６番の鳴動要求が選択され、鳴動中記憶フラグＭＫＦの６番がセット
され、さらに鳴動音フレーズが選択される（ステップ１５５～ステップ１５７）。さらに
、鳴動音フレーズが「湯張りします」であるか否かが判定されるが、ここでは「ふろ温度
を変更します」なので、「ＮＯ」との判定の基にプログラムはステップ１６１に移され、
鳴動出力オンにより、クリック音ブザーが鳴動されるのみで、「ふろ温度を変更します」
の音声ガイダンスは行われない。
【００４６】
　すなわち、前回の鳴動後、同じ鳴動を発生するアップスイッチ９１ａの操作が５秒以内
に行われると、クリック音ブザーのみが鳴動され、「ふろ温度を変更します」の音声ガイ
ダンスは発生しない。以後の、アップスイッチ９１ａの操作についても、５秒以内である
と、クリック音ブザーのみの鳴動となる。ただし、前回の鳴動後、５秒を経過した後のア
ップスイッチ７６ａの操作の場合には、図９に示すステップ１２４にて「ＮＯ」と判定さ
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れて、選択した音声がキャンセルされないので、前回同様にクリック音ブザーが鳴動され
、さらに「ふろ温度を変更します」の音声ガイダンスが行われる。
【００４７】
　以上に説明したように、アップスイッチ９１ａ（またはダウンスイッチ９１ｂ）の連続
操作により、ふろ温度の設定処理が行われる。ここで、数値設定等の繰り返し操作が必要
なアップダウンスイッチ９１ａ，９１ｂの操作について、所定時間内ここでは５秒以内に
繰り返し受付けられた場合には、音声によるガイダンスが省略されるので、入力操作され
たことを明確に認識できると共に、短期間での操作受付けのたびに音声ガイダンスが発生
されることがないので、同じ音声を頻繁に聞かされることはない。
【００４８】
　湯量の変更については、湯量スイッチ９２をオンし、アップダウンスイッチ９１ａ，９
１ｂを操作することにより、上記ふろ温度の設定と同様の処理により行われる。また、保
温時間の変更についても、給湯温度のアップスイッチ８８ａとふろ温度のアップスイッチ
９１ａを同時にオンすることにより、ふろ温度の設定と同様の処理により行われる。
【００４９】
（２）ふろ自動運転の開始
　「受信情報解析ルーチン」では、ステップ１１１で受信情報有りかが判定されるが、こ
こでは受信情報はないので「ＮＯ」と判定されプログラムはステップ１２２に移され、実
行を終了する。「送信情報設定ルーチン」では、給湯リモコン７０のふろスイッチ７５ま
たはふろリモコン８０のふろスイッチ８５がオンにされていることによりプログラムはス
テップ１３５に移され、操作無効フラグＳＭＦが「１」か否かが判定される。ここではま
だ「１」になっていないので、プログラムはステップ１３６に移され、前回スイッチがオ
フか否かが判定されるが、ここではオフなので、つぎにブザー，音声鳴動中か否かが判定
される。ブザー等の鳴動はないので「ＮＯ」との判定の元にプログラムはステップ１３８
に移され、送信情報としてふろスイッチ７５（または８５）が取り入れられ、プログラム
の実行が終了する。
【００５０】
　つぎに、「ブザー音声出力ルーチン」では、「保温時間を変更します」とのブザー音声
鳴動中であり、さらに鳴動中と異なるブザー音声要求があるか否かが判定される（ステッ
プ１５１、１６４）。ここではブザー音声要求はないので、「ＮＯ」との判定の基にステ
ップ１６２に移され、さらに鳴動中なので、プログラムの実行は終了する（ステップ１６
３）。続いて、表示出力を行い（ステップ１０５）、プログラムは再び、ステップ１１０
に戻される。この間、制御部９３は、「タイマー割り込みプログラム」の実行により、送
信情報を通信回路９５を通してコントローラ６０に送信すると共に、コントローラ６０か
らの情報信号を受信しており、さらにスイッチ入力の読み込みを行っている（ステップ１
０７～１０９）。
【００５１】
　つぎに、「受信情報解析ルーチン」では、受信情報有りか否かが判定されるが、ここで
はふろスイッチ７５オン送信後の受信情報が送られてきているので、機種情報更新が行わ
れ、表示データが更新され、さらに操作有効音の指示が有るか無いかが判定される（ステ
ップ１１１～１１４）。ここでは、操作有効音指示があり、その内容が解析されて表１に
示すＢ：２＋１２に分類され、鳴動するブザー・音声が選択される（ステップ１１５，１
１６）。さらに、表示データの変化が解析され鳴動するブザーと音声が選択され（ステッ
プ１１７，１１８）、ここではＢ：１２が選択されるが、結果としてＢ：２＋１２となり
、２番と１２番の鳴動要求フラグＢＯＭＦがセットされる。つづいて、今回ブザー音声有
りに応じて、ブザー音声設定が表中の「Ｃ」または「Ｄ」に該当するか否かが判定される
が（ステップ１１９，１２２）、ここでは該当しないので「ＮＯ」との判定の基にプログ
ラムはステップ１２３に移され、タイマがリセットされ、その後、受信情報ありの状態が
リセットされ、プログラムの実行を終了する（ステップ１２０，１２１）。「送信情報設
定ルーチン」では、新たにオンされたスイッチはないので、以下上記したと同様にステッ
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プ１３１～ステップ１３４が実行される。
【００５２】
　つぎに、「ブザー音声出力ルーチン」では、ブザー音声鳴動中について判定されるが、
すでに鳴動中の「保温時間を変更します」については、中断されることなく鳴動し続ける
。さらに、鳴動中と異なるブザー音声要求ありか否かが判断されるが（ステップ１６４）
、ここでは異なるブザー音声要求があるので、さらに表１，２の中断条件か否かが判断さ
れる（ステップ１６８）。鳴動要求フラグＢＯＭＦは２番と１２番であり、中断条件に該
当しているので、「ＹＥＳ」との判定の基にプログラムはステップ１６９に移され、現に
鳴動中の鳴動要求フラグＢＯＭＦがリセットされ、鳴動中記憶フラグＭＫＦもリセットさ
れ（ステップ１７０）、「保温時間を変更します」の音声ガイダンスが中断される（ステ
ップ１５２）。
【００５３】
　さらにブザー音声要求があるか否かが判定される（ステップ１５３）。ここでは、鳴動
要求フラグＢＯＭＦの２番と１２番の内から２番の開始音ブザーが選択され、鳴動中記憶
フラグＭＫＦがセットされ、さらに開始音ブザーが選択される（ステップ１５５～１５７
）。開始音ブザーが終了後、つぎに１２番の「湯張りします」が選択される。さらに、プ
ログラムはステップ１５８に移され、選択された音声フレーズが「湯張りします」か否か
について判定される。ここでは、「湯張りします」が選択されているので「ＹＥＳ」との
判定の基にプログラムはステップ１５９に移され、機種情報に湯張り機能があるか否か、
すなわち自動給湯器か否かが判断される。ここでは自動給湯器であり湯張り機能を有して
いるので、「ＹＥＳ」との判定の基にプログラムはステップ１６１に移され、鳴動音フレ
ーズに応じて「湯張りします」との音声鳴動が開始される。
【００５４】
　すなわち、自動給湯器の場合には、ふろスイッチ７５（または８５）の操作により、こ
れに応じて音響ガイダンスとして通常の開始音ブザーの鳴動と「湯張りします」との音声
鳴動が開始されるのである。なお、本例では、新たな入力操作である自動給湯スイッチ７
５が現に発生している音響ガイダンス「保温時間を変更します」とは異なる音響ガイダン
スを発生させる操作なので、現に発生している音響ガイダンスを中断させ、新たなふろス
イッチ７５の操作に応じた音響ガイダンスを発生させるようにしたことにより、新たな入
力操作を確実に認識することができる。
【００５５】
　そして、ブザー・音声が鳴動中は、プログラムはステップ１６３からメインルーチンに
戻され、さらにステップ１５１で「ＹＥＳ」、ステップ１６４で「ＮＯ」と判定されてス
テップ１６２に移される。「湯張りします」の音声ガイダンスが終了すると、プログラム
はステップ１６５に移され、鳴動中記憶フラグＭＫＦを基に鳴動要求フラグＢＯＭＦをリ
セット後、鳴動中記憶フラグＭＫＦをリセットし、鳴動音出力をオフにし（ステップ１６
５～１６７）、その後プログラムの実行は終了する（ステップ１６３）。
【００５６】
ＩＩ．半自動給湯器の場合
（１）ふろ運転の開始
　まず、給湯リモコン７０において、予め機種切替スイッチ７９が半自動給湯器を示すＢ
側に切り替えられる。自動給湯器の場合と同様に、「保温時間を変更します」との音声ガ
イダンス発生中に給湯リモコン７０のふろスイッチ７５またはふろリモコン８０のふろス
イッチ８５がオンにされることにより、「送信情報設定ルーチン」において、送信情報と
してふろスイッチ７５（または８５）が取り入れられる（ステップ１３８）。つづいて、
「受信情報解析ルーチン」では、機種切替スイッチ７９がＢ側に切り替えられていること
に応じて、機種情報が半自動給湯器に更新され（ステップ１１２）、さらに操作有効音の
内容が解析されて表１に示すＢ：２＋１２に分類され、鳴動するブザー・音声が選択され
る。
【００５７】
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　「ブザー音声出力ルーチン」では、ブザー音声鳴動中について判定されるが、すでに鳴
動中の「保温時間を変更します」については、中断されることなく鳴動し続ける。さらに
、鳴動中と異なるブザー音声要求ありか否かが判断されるが（ステップ１６４）、ここで
は異なるブザー音声要求があるので、さらに表１，２の中断条件か否かが判断される（ス
テップ１６８）。鳴動要求フラグＢＯＭＦは２番と１２番であり、中断条件に該当してい
るので、「ＹＥＳ」との判定の基にプログラムはステップ１６９に移され、現に鳴動中の
鳴動要求フラグＢＯＭＦがリセットされ、鳴動中記憶フラグＭＫＦもリセットされ（ステ
ップ１７０）、「保温時間を変更します」の音声ガイダンスが中断される（ステップ１５
２）。
【００５８】
　さらにブザー音声要求があるか否かが判定される（ステップ１５３）。ここでは、鳴動
要求フラグＢＯＭＦの２番と１２番の内から２番の開始音ブザーが選択され、鳴動中記憶
フラグＭＫＦの２番がセットされ、さらに開始音ブザーが選択される（ステップ１５５～
１５７）。開始音ブザーが終了後、つぎに１２番の「湯張りします」が選択される。さら
に、プログラムはステップ１５８に移され、選択された音声フレーズが「湯張りします」
か否かについて判定される。ここでは、「湯張りします」が選択されているので「ＹＥＳ
」との判定の基にプログラムはステップ１５９に移され、機種情報に湯張り機能があるか
否か、すなわち自動給湯器か否かが判断される。しかし、ここでは給湯器は湯張り機能を
有しない半自動給湯器なので、「ＮＯ」との判定の基にプログラムはステップ１６０に移
され、鳴動音フレーズが、開始音ブザーと音声ガイダンス「湯張りします」の組合せから
、無音フレーズに変更され、さらに、鳴動出力オンにおいては、鳴動音が発生されない状
態になる（ステップ１６１）。ガイダンスの終了後については、上記自動給湯器に示した
と同様である。
【００５９】
　以上に説明したように、本実施形態によれば、ふろ自動給湯機能を備えていない半自動
給湯器の場合に、リモコン装置のふろスイッチ７５，８５を操作しても、自動給湯器にお
いて発生される開始音ブザー及び「湯張りします」という音声ガイダンスが発生すること
はなく、無音状態となる。そのため、リモコン操作に対応する機能を有しない給湯器の場
合であっても、操作者に対して誤った音響ガイダンスを行うことがないので、操作者にリ
モコン操作と実際の給湯器の動作の間の違いによる違和感を与えることがない。また、共
通のリモコン装置を給湯器の機種にかかわらず使用することができ、リモコン装置の汎用
性が高められ、生産性の向上および製品管理の簡易化により、リモコン装置のコストを低
減できる。
【００６０】
　なお、上記実施形態においては、機能の異なる給湯器の機種の切り替えについては、給
湯リモコンの制御部９３に設けた機種切替スイッチ７９の切替により行っているが、これ
に代えて、コントローラ６０から機種切替信号を制御部９３に送信し,これに応じて制御
部が機種切替に対応するようにしてもよい。
【００６１】
　また、上記実施形態に示したのはふろ自動開始の例であるが、その他、表１に示した、
たし湯開始，停止、たし湯量変更、ぬるめ開始，停止等についても本発明が適用される。
また、これらのリモコン操作の場合にも、無音状態を発生させる他に、適当な音声ガイダ
ンスに変更して発生させることもできる。その他、上記実施形態に示したものは一例であ
り、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々変更して実施することが可能である。
【００６２】
【発明の効果】
　本発明によれば、機能の異なる給湯器に対してリモコンの入力操作を行う場合に、入力
操作に対応した機能を備えていないときに、それに応じて適正な音響ガイダンスを行うこ
とができる。その結果、異なった音響ガイダンスの発生により、操作者に対して違和感を
与えることがない。また、機種の異なる給湯器に対しても、マイクロコンピュータ等から
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なる制御部を共用化でき、リモコン装置を汎用化でき、機能切替を安価に行うことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る給湯器を概略的に示すブロック図である。
【図２】給湯器のコントローラの電気的構成を概略的に示すブロック図である。
【図３】給湯リモコンを概略的に示す正面図である。
【図４】ふろリモコンを概略的に示す正面図である。
【図５】リモコンの制御装置の電気的構成を概略的に示すブロック図である。
【図６】リモコンの制御装置により実行される「メインプログラム」のフローチャートで
ある。
【図７】リモコンの制御装置により実行される「タイマー割り込みプログラム」のフロー
チャートである。
【図８】同「メインプログラム」における「受信情報解析ルーチン」のフローチャートの
一部である。
【図９】同「受信情報解析ルーチン」のフローチャートの一部である。
【図１０】同「メインプログラム」における「送信情報設定ルーチン」のフローチャート
である。
【図１１】同「メインプログラム」における「ブザー音声出力ルーチン」のフローチャー
トの一部である。
【図１２】同「ブザー音声出力ルーチン」のフローチャートの一部である。
【図１３】同「ブザー音声出力ルーチン」のフローチャートの一部である。
【図１４】ブザー及び音声の種類を説明する説明図である。
【図１５】ブザー及び音声の発生の態様を説明する説明図である。
【符号の説明】
１０…給湯部本体、３４…給湯電磁弁、３８…浴槽、４０…保温部本体、４９…循環ポン
プ、６０…コントローラ、６１…制御部、６２……通信回路、７０…給湯リモコン、７１
…ケース、７２…表示部、７３…給湯スイッチ、７４…スピーカ、７５…ふろスイッチ、
７６ａ…アップスイッチ、７６ｂ…ダウンスイッチ、７７…カバー、７８…ふろ予約セッ
ト、７９…機種切替スイッチ、８０…ふろリモコン、８１…ケース、８２…表示部、８３
…給湯スイッチ、８４…スピーカ、８５…ふろスイッチ、８６…あつめスイッチ、８７…
カバー、８８ａ…アップスイッチ、８８ｂ…ダウンスイッチ、８９…ぬるめスイッチ、９
０…たし湯スイッチ、９１ａ…ふろ温度アップスイッチ、９１ｂ…ふろ温度ダウンスイッ
チ、９２…湯量スイッチ、９３…制御部、９４…ブザー音声発生回路、９５…通信回路。
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【図７】 【図８】



(18) JP 4203207 B2 2008.12.24
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